
【次期】松江市農山漁村地域活性化基本計画の策定について

１ 農山漁村地域活性化基本計画（以下「基本計画という。）の見直しの考え方について

⑴ 取り巻く環境の変化への対応

① 現行基本計画が策定された平成25年度以降、農林水産業政
策の基本的な方向性を示すそれぞれの国の基本計画が見直
され、松江市としても国の目指す方向に準じた内容に見直
す必要があります。

② 更に、昨今のコロナ・ウクライナ情勢などによる食料安全
保障上のリスクの顕在化や、農林水産業を取り巻く情勢の
変化に対応が必要となったことから、「農政の憲法」と言
われる「食料・農業・農村基本法」の制定後初めての見直
しに向けた議論がされており、4つの方向性が示されました。

国の農林水産業に関する基本計画

➤「食料・農業・農村基本計画」（R2.3月）
➤「森林・林業基本計画」（R3.6月）
➤「水産基本計画」（R4.3月）
➤「みどりの食料システム戦略」（R3.5月）

③ SDGｓ（持続可能な開発目標）への対応が求められたいます。
SDGｓとは、持続可能で多様性と包括性のある社会の実現のため、
2030年を期限とする17の国際目標です。

SDGｓの達成に向けた
取組強化

⑵ 評価・検証結果の反映

これまでの11年間の取組の検証により、課題の見直しを行い、新たな
課題解決に向けた「方向性」と「実現するための取組」を反映します。

⑶ 実施計画の策定

次期基本計画から実施計画を策定し、適切なＫＰＩを設定し、毎年進
捗管理を行います。

⑷ 計画期間の見直し

令和6年度から始まる次期基本計画の終期については、松江市総合計画
（ＭＡＴＳＵＥ ＤＲＥＡＭＳ 2030）の目標達成に向け、施策を連
動させるため、総合計画と同様に2029年度（令和11年）までの6年間と
します。
計画期間：2024年度（令和6年度）から2029年度（令和11年度）まで

⑸ 計画策定スケジュール
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基本理念 基本方針

農
林
水
産
業

①

安定的な農
林水産業の
経営を確立
する

②

農林水産業
の持続的な
発展を図る

③

食と観光の
連携を図り
農林水産物
の消費を拡
大する

農
山
漁
村

④

農山漁村地
域の集落を
維持及び活
性化する

⑤

後世へ引き
継ぐべき農
山漁村地域
の有する地
域資源への
理解を深め
る

１
多様な担い手や
後継者の育成確
保

２
質の高い農林水
産物づくり

３ 地産地消の推進

４

地域資源を活か
したいきいきと
暮らすための仕
組みづくり

５
農地（林地）の
有効活用

【現行】農山漁村地域活性化基本計画の体系 見直しレベル

基本施策

農林水産業における法人等の新たな担
い手及び後継者の育成及び確保

①

生産基盤の整備及び技術開発による農
林水産業の高付加価値化

③

林業の循環システム構築及び路網等基
盤整備

④

稚貝及び稚魚の放流・養殖等つくり育
てる漁業の推進

⑤

農林水産物の地産地消及び販路の開拓⑥

耕畜連携、バイオマス活用等資源循環
型農林水産業の研究開発及び推進

⑨

集落営農組織の拡大並びに耕作放棄地
の再生及び利用の促進

⑩

特産農林水産物の生産振興及びブラン
ド化並びに農水商工連携による新たな
特産品の開発

②

地域の伝統文化及び行事の伝承保存並
びに地域間交流による農山漁村地域に
対する市民の理解及び啓発の推進

⑧

地域見守り活動、子育て支援、交通弱
者対策、高齢者支援等を通じた農山漁
村地域で安心して生活できる生活基盤
の維持向上

⑦

主要施策

①－１ 農業の担い手の育成・確保

①－２ 林業の担い手の育成・確保

①－３ 漁業の担い手の育成・確保

②－１ 農産物の生産振興・ブランド化

②－２ 水産物の生産振興・ブランド化

②－３ 農水商工連携による特産品開発

③－１ 農業の生産基盤の整備

③－２ スマート農業

③－３ 漁業の生産基盤の整備

④－１ 循環型林業の推進、林業の基盤整備

⑤－１ つくり育てる漁業

⑥－１ 地産地消の推進

⑦－１ 生活基盤の維持（買い物支援・家賃補助）

⑧－１ 地域間交流の活性化

⑨－１ バイオマス発電

⑩－１ 集落営農組織

⑩－２ 多面的機能支払交付金、中山間地域等直接支払交付金

⑩－３ 農地の集積・集約化

⑩－４ 有害鳥獣駆除とジビエ活用

2 基本計画の施策体系の見直し（案）について
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基本理念 基本方針

農
林
水
産
業

①

安定的な農
林水産業の
経営を確立
する

②

農林水産業
の持続的な
発展を図る

③

食と観光の
連携を図り
農林水産物
の消費を拡
大する

農
山
漁
村

④

農山漁村地
域の集落を
維持及び活
性化する

⑤

後世へ引き
継ぐべき農
山漁村地域
の有する地
域資源への
理解を深め
る

１
多様な担い手の
育成・確保

２
生産振興と消
費・販路拡大

３
生産基盤の整備
促進

４
農山漁村の維
持・活性化

【次期】農山漁村地域活性化基本計画の体系（案）
見直しレベル

基本施策

持続可能な経営体の育成①

多様なニーズに応える林業の振興③

漁場に応じた漁業の振興④

経営安定を図るためのスマート農林水産業の推
進

⑤

生産基盤の整備と保全⑧

地域の特性を活かした農産物の生産振興②

農山漁村に住み続けるための条件整備⑩

主要施策

育成・確保

■ 循環型林業の推進

■ 森林資源の適正な管理

⑤－１

農林水産物のブランド化と販路開拓⑦

地域コミュニティ機能の維持・強化⑨

環境に配慮した持続可能な農林水産業の推進⑥

⑥－１ 地産地消の推進

道湖の漁業振興
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